
詳しくはWEBサイトをご覧ください

http://www.city.nagoya.jp/

kankobunkakoryu/page/0000111940.html

名古屋の魅力満載スポットを検索できるほか、

スタンプラリー形式で楽しく散策♪

ダウンロードはこちら➡

熱 田 魚 問 屋

モ ニ ュ メ ン ト を 訪 ね て
名古屋市内でありながら歴史的資源とかつての町の面影が残る、

2つのコースへ出かけてみよう。徒歩圏内でめぐることができるスポットが

『熱田魚問屋モニュメント』を中心に点在しています。

「尾張名所図会看板」に

立ち寄ってみよう

江戸時代の尾張地域の姿が描かれ

た看板が、描かれた場所付近にあたる

マークの場所に設置されています。

地下鉄名城線

伝馬町駅4番出口より

徒歩で約10分
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熱
田
魚
市
場
の
往
時
の

繁
栄
を
今
に
伝
え
る

か
つ
て
日
本
一
の
旅
籠
屋
数
を
誇
っ
た

宿
場
町
、「
熱
田
宿
（
宮
宿
）
」
。

陸
路
だ
け
で
な
く
桑
名
宿
ま
で
の

東
海
道
唯
一
の
海
路
と
し
て
、

多
く
の
舟
が
往
来
し
、

旧
旅
籠
屋
の
趣
あ
る
佇
ま
い
や

七
里
の
渡
し
場
跡
な
ど

貴
重
な
歴
史
的
資
源
が
残
り
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
に
至
る
ま
で

盛
況
を
呈
し
た
熱
田
魚
市
場
も
、

湊
み
な
と

町
繁
栄
の
要
因
の
一
つ
。

魚
市
場
の
往
時
の
賑
わ
い
を

現
代
に
伝
え
る

『
熱
田
魚
問
屋
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』
が

新
し
い
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
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室町時代にはすでに熱田神戸町で開かれていた魚市場

が、江戸時代に現在の大瀬子町・木之免町に移転。名

古屋城下と知多、伊勢を結ぶ中心地にあった熱田は、物

資の運搬に最適

な場所であり、近

海だけでなく陸路

や遠国からも魚

介が集められまし

た。

馬
町
駅
周
辺
コ
ー
ス

東
海
道
・
宿
場
町
の
面
影
を
た
ど
る

東
とうかいどうどうひょう 

海道道標

熱
あつたうおどんや

田魚問屋モニュメント

熱田魚市場を支えた魚問屋の名残をとどめる

宮
みや

の渡
わたし

し公
こうえん 

園

旧
きゅうはたごや

旅籠屋 伊
 いせきゅう 

勢久

寛政2年（1790）建立の実物が残る

東海道唯一の海路をつなぐ

舟着場跡に面して建つ旧旅籠屋

約400年間 活気に満ちた

魚市場の跡地

江戸時代、東海道と美濃路の分岐点と

して多くの人が往来した地点。寛政2年

(1790)に建てられた実物で、北は熱田神

宮、南は七里の渡しと示されています。

熱田宿と桑名宿を結ぶ東海道唯一の

海路「七里の渡し」の舟着場跡。航行

する舟を導いた常夜灯や、町民や訪れ

た旅人に時刻を知らせた「時の鐘」が

復元され、趣ある風景が楽しめます。

かつて240軒以上が建ち並んだ旅籠屋の一

つ。正面の破
はふ

風付玄関は格式の高さを表して

います。江戸時代の建物で、市指定有形文化

財に指定されています。

認定地域建造物資産

認定地域建造物資産

地
下
鉄
伝
馬
町
駅
か
ら
宮
の
渡
し
公
園
を
経
由
し
て
『
熱
田
魚
問
屋
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』
ま
で

徒
歩
約
15
分
。
住
宅
街
の
随
所
に
湊
町
ら
し
い
風
景
を
感
じ
な
が
ら
、の
ん
び
り
と
散
策
。
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旧
きゅううおはんべってい 

魚半別邸

明治・大正・昭和時代にタイムトリップ

明治創業、料亭「魚半」の経営者が建てたレ

ンガ造りの蔵、大正ロマン漂う洋館、昭和初期

の和館を見ることができます。現在は観光案内

所、交流サロンとして洋館・和館を開放。（土・日

曜10:00～15:00、平日・祝日は要予約）

江戸時代から約400年もの間、尾張の魚介供給地として隆盛をきわめた熱田魚市

場で、藩により専売の特権を与えられていた数件の魚問屋は、代々尾張藩御用達を

務めました。このモニュメントは、魚問屋の象徴ともいえる庇
ひさし

の一部分をイメージし、明

治時代に建てられた際の貴重な保存部材を活用して造られています。

名古屋市
熱田区大瀬子町
1403-1
☎052-682-5008

（NPO法人
堀川まちネット）

4

大
おおせここうえん 

瀬子公園5

熱
田
湊
常
夜
灯

あ
つ
た
み
な
と
じ
ょ
う
や
と
う

熱
田
魚
市
場
跡

あ
つ
た
う
お
い
ち
ば
あ
と

舟
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

伝馬町駅をスタート地点に

『熱田魚問屋モニュメント』を
目指そう！

田
神
宮
周
辺
コ
ー
ス

遥は
る

か
千
九
百
年 

尾
張
の
歴
史
を
紐
解
く

別
宮
八
剣
宮

べ
つ
ぐ
う
は
っ
け
ん
ぐ
う

白
鳥
御
材
木
場
・
御
船
蔵
跡

し
ろ
と
り
ご
ざ
い
も
く
ば･

お
ふ
な
ぐ
ら
あ
と

二
十
五
丁
橋

に
じ
ゅ
う
ご
ち
ょ
う
は
し

大
楠

お
お
く
す

熱
あつたじんぐう 

田神宮

全国有数の格式高い名社を参拝

名古屋城築城のための

巨大な貯木場の跡地

約1900年の歴史を持ち、年間700万

人以上が参拝に訪れる『熱田神宮』。御

祭神の熱
あつたのおおかみ

田大神は三種の神器の一つ、

「草
くさなぎのみつるぎ

薙神剣」を御神体とする天
あまてらすおおかみ

照大神。

境内には織田信長奉納の信長塀や、樹齢

1000年を越える大楠などパワースポットが

満載です。

徳川家康の命によって開削され

た堀川沿いに、材木・船置場とし

て掘られた「太
たゆう

夫堀」の一部が

今も残されています。木曽で伐

採された材木が木曽川を下って

海へ、そして堀川を登ってここへ

集められました。

敷地面積約3.7haを誇る池泉

回遊式庭園。御嶽山、木曽川、

伊勢湾など中部地方の地形

をモチーフにしています。四季

折々の花々や冬の風物詩「雪吊

り」、本格的な数寄屋建築の茶

室「清羽亭」などを楽しめます。

名古屋市熱田区神宮1-1-1
☎052-671-4151

（熱田神宮宮庁）

名古屋市熱田区熱田西町2-5
☎052-681-8928

（白鳥庭園管理事務所）

庇を支える柱には、魚を引き上げる
時などに使う漁具・手鈎（てかぎ）の
痕跡が無数に残っています。

明治時代に建てられた魚問屋で用
いられていた桁や梁、柱などの部材
を補修し使用しています。

主屋の前に深い庇を設け、広 と々した
作業スペースとして使用していました。

古
い
に
し
えの

神
話
や
歴
史
を
持
つ
熱
田
神
宮
、
名
古
屋
城
築
城
の
資
材
運
搬
の
た
め
に
造
ら
れ
た

堀
川
な
ど
、
現
代
の
名
古
屋
の
ル
ー
ツ
を
感
じ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
り
ま
す
。

熱
1

妙
みょうこうざん

光山 本
ほんのんじ

遠寺

熱田神宮ゆかりの法華堂

伝
でんぎょうだいし

教大師・最澄が熱田神宮境内にて100日間、法

華経を読誦したことから始まる「法華堂」を前身とす

る寺。欄
らんま

間に施された荘厳な装飾や、鮮やかな壁

画が圧巻の本堂を見学する際は、事前に連絡を。

名古屋市熱田区白鳥2-3-20
☎052-682-2865

2

白
しろとりこうえん 

鳥公園3

東海地方最大級の日本庭園

白
しろとりていえん

鳥庭園4

魚市場
の近くに

は

製氷所
や水産

加工店
、

寿司屋
なども並

んで

いたん
だって！


